
 



は じ め に 

 新型コロナウィルス（COVID-19）の影響によって、私たちの日常生活は一変しました。

学校に関しては、2 月末に政府からの要請によって全国一斉の臨時休校が行われ、春季休業

を経た新学期以降においても休校期間が長く続きました。また、先が見通せない自粛生活の

中で、子どもたちも大きなストレスや不安を感じながら日々を過ごしてきました。 

この間、学校では教職員の方々によって授業再開に向けた準備や休校中の子どもたちへ

の支援に尽力されてきたことに感謝いたします。また、家庭においても、生活が様変わりす

る中で、子どもたちの学習と生活を日々支えていくことは大きな負担を伴っていたことと

思います。これまでにない状況の中で、多くの方が、子どもの生活にとって学校がどれだけ

大切なものであるかを再認識するとともに、子どもや家庭を支える社会的な仕組みの必要

性を強く実感したのではないでしょうか。私たち「子どもの権利相談室」も、子どもが抱え

る不安や困難に寄り添いながら、子どもの最善の利益のために、学校・家庭・地域と連携し

て取り組んでいきます。 
 

2019 年は、「子どもの権利条約」が国連で採択されてから 30 周年、日本政府が批准して

25 周年という節目の年でした。この条約によって世界中の子どもたちの福祉が大きく向上

してきましたが、まだまだ多くの課題も残されています。子どもの権利条約の第 3 条では、

子どもは権利の主体であり、おとなは子どもに関わるすべての活動において、子どもの最善

の利益を第一に考慮しなければならないと定められています。また、第 12 条では、子ども

は、自分に関係のあることについて自由に自分の意見を表す権利をもっており、その意見は

子どもの発達に応じて十分に考慮されなければならないという「意見表明権」が定められて

います。 

子どもの権利は、おとなと子どもの日常的な豊かな関係のなかで、子どもの意見が尊重さ

れることによって実現されます。新型コロナウィルスの感染拡大によって非常事態が続く

状況にあっても、子どもの意見に耳を傾け、子どもの最善の利益を考慮する社会であること

が求められています。 

また、国連・子どもの権利委員会では、子どもの権利に関する独立した監視機関の設置を

求めており、多くの国で子ども専門の独立した人権機関や子どもの権利オンブズパーソン、

子どもコミッショナーが設置されるようになっています。日本国内では、国家レベルでの対
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応に先駆けて、自治体条例に基づく「子どもの権利擁護機関」が、多治見市を含めて全国 34

の自治体で設置されています。多治見市では、子どもの権利擁護委員のもとに常設の相談室

「たじみ子どもサポート」が設置されて 15 年を迎えました。全国的に見ても先進的で質の

高い「子どもの権利条例」だと言えます。 

2020 年 1 月には名古屋市で子どもの権利相談室「なごもっか」が開設されました。全国

に広がる子どもの権利に関する相談・救済機関の実践を交流し、活動の質を高めていくため

のネットワークがあります。また、東海地区で相談室を設置している豊田市や名古屋市など

とも学び合いながら、質の高い相談・救済活動ができるように取り組んでいます。 
 
私たち子どもの権利擁護委員の職務は、子どもの権利侵害状況からの救済・回復ですが、

その過程において子どもの主体性（自分にとって何が幸せかを判断する力）を回復していく

ことも重要な役割だと考えています。そのため、子どもの権利救済にあたっては、子どもの

声をしっかりと聴き取りながら、「子どもの最善の利益」の確保のために、子どもを取り巻

く関係性を修復していくことが期待されますが、実際の活動では子どもの声を聴くことが

難しい場面も多くあります。子どもたちにとって、安心して相談することができる“信頼で

きる他者“となるように、一つ一つのケースにじっくりと向き合い、子どもの思いに寄り添

いながら、粘り強く取り組んでいくことを大切にしています。 

本報告書は、子どもの権利擁護委員と相談員が協働して取り組んできた相談・救済の活動

内容を報告するものですが、相談室に寄せられる相談には多くの子どもたちの思いが込め

られています。多治見市のすべての子どもたちにとって、相談室「たじみ子どもサポート」

が安心して自分の思いを伝えられる場所になるよう力を尽くしていきます。 

また、多治見市議会における「多治見市子どもの権利に関する条例」の一部改正に関する

審議の中で、子どもの権利擁護委員の独立性の尊重が重要であることが再確認されました。

これからも第三者的立場から子どもの権利の救済・回復を図るという責務を自覚して、子ど

もの権利擁護活動に取り組んでいきます。 

2020（令和２）年３月    

多治見市子どもの権利擁護委員 

 代表擁護委員 伊藤健治 

（東海学園大学教育学部 准教授）

－ 2 －



目     次 

は じ め に    多治見市子どもの権利擁護委員 代表擁護委員 伊藤 健治 . - 1 - 

Ⅰ 令和元年度の活動状況について ................................................................................ - 4 - 

1 相談状況 .................................................................................................................. - 4 - 

（1）月別延べ相談回数（子ども、おとな） ............................................................ - 5 - 

（2）相談者............................................................................................................... - 6 - 

（3）学齢・性別相談対象者 ..................................................................................... - 6 - 

（4）相談内容 ........................................................................................................... - 7 - 

（5）相談方法 ........................................................................................................... - 8 - 

（6）相談時間帯 ....................................................................................................... - 8 - 

（7）相談所要時間 .................................................................................................... - 9 - 

（8）相談曜日 ......................................................................................................... - 10 - 

（9）対応 ................................................................................................................ - 10 - 

多治見市子どもの権利相談室カード .................................................................... - 11 - 

多治見市子どもの権利相談室リーフレット ......................................................... - 11 - 

２ 相談事例から ....................................................................................................... - 12 - 

３ 救済の申立ての状況 ............................................................................................. - 14 - 

４ 出張相談 .............................................................................................................. - 15 - 

５ 活動報告会の開催 ................................................................................................ - 15 - 

６  広報・啓発活動 .................................................................................................... - 16 - 

Ⅱ 子どもの権利擁護委員としての１年間の活動を振り返って ................................... - 20 - 

「初年度の活動を振り返って」 多治見市子どもの権利擁護委員 水野 将也 ....... - 20 - 

「１年間の活動を振り返って」 多治見市子どもの権利擁護委員 坂﨑 芳範  ... - 21 - 

Ⅲ 「子どもの権利相談室」の 15 年を振り返って ......................................................  

お わ り に .............................................................................................................. - 25 - 

参 考 資 料 ........................................................................................................... - 26 - 

多治見市子どもの権利に関する条例 ....................................................................... - 27 - 

多治見市子どもの権利擁護委員制度（子どもの権利相談室）のしくみ .................. - 31 - 

多治見市子どもの権利擁護委員名簿 ....................................................................... - 32 - 

1

4

4

5

6

6

7

8

8

9

10

10

11

11

12

14

15

15

16

20

20

21

22

25

26

27

31

32



- 4 - 

Ⅰ 令和元年度の活動状況について 

    多治見市は、子どもの権利を保障するまちづくりを推進するために、平

成 15 年９月全国で４番目に総合条例として多治見市子どもの権利に関す

る条例を制定しました。条例に基づき、子どもの権利擁護委員が選任され、

平成 16 年４月に子どもの権利相談室を設置、開室 16 年が経過しました。 
  子どもの権利擁護委員は、子どもの最善の利益の確保を目的とし、行政

から独立した立場で自ら調査・判断する機関です。それぞれが専門的知識

を持つ子どもの権利擁護委員を置くことにより、誰もが安心して相談し、

子どもの権利の救済・回復を求めることができます。 
 平成 22 年には、子どもの権利相談室の愛称を「たじみ子どもサポート」

とし、３名の子どもの権利相談員が、子どもに関する相談を受け、助言や支

援を行っています。 
 

1 相談状況 
令和元年度の相談件数は 59 件（昨年度より 13 件減少）、そのうち昨年度

からの継続相談は 15 件、新規相談は 44 件でした。新規相談のうち相談が

初回で終了した相談は 27 件でした。子ども本人からの相談件数は 28 件、

おとなからの相談件数は 31 件でした。おとなからの相談件数のうち家族か

らの相談件数は 23 件でした。 
延べ相談回数は 124 回（昨年度より 148 回減少）でした。そのうち、子

ども本人からの相談回数は 55 回、おとなからの相談回数は 69 回でした。

おとなからの相談回数のうち家族からの相談回数は 49 回でした。 
 

   相談件数・相談回数の経年変化の傾向を見るため、子ども 1,000 人当た

りの相談件数・相談回数を以下に示しました。（図表１） 
【図表１】相談件数・相談回数の経年変化（子ども 1,000 人あたり） 
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 令和元年度の延べ相談回数が大幅に減少した原因としては、相談頻度の高い

事例が少なかったことが挙げられます（１件当たりの平均相談回数は 2.1 回(前
年度 3.8 回)）。また、２月末からの学校の臨時休校も相談回数を減少させる原

因になったと考えられます。 
  
（1）月別延べ相談回数（子ども、おとな） 

令和元年度は、子ども・おとな共に６月が多くなっています。３月の相

談件数は０でした。（図表２・３） 
 
【図表２】平成 30 年度・令和元年度月別相談受付（延べ相談回数） 

 

（注）「相談回数」とは延べ相談回数のこと。 
 

【図表３】令和元年度月別延べ相談回数 
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（2）相談者 

 家族からの相談 49 回(40％)のうち母親からの相談は 40 回でした。学校

関係者は 15 回(12％)でした。 
平成 30 年度・令和元年度共に、家族からの相談回数が一番多くなって

います。（図表４） 
 

【図表４】平成 30 年度・令和元年度相談者内訳（延べ相談回数） 

 
（注）「未就学児」…おとなと共に来室や電話で相談を受け、子ども本人とも話した。 

「学校」…学校訪問で受けた相談も含む。 
「その他の機関」…児童館・児童センター職員からの相談。 
「その他」…対象年齢外の子ども本人からの相談。 

 
（3）学齢・性別相談対象者 

小学生・中学生に関する相談が多い傾向は従来と同様ですが、平成 30 年

度と比べると、小学生・中学生・高校生共に、女子が増えています。（図表

５） 
【図表５】令和元年度学齢・性別相談対象者（相談件数） 

  注）おとな・子ども本人からの相談を含めた、相談の対象となった子どもの人数。 
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（4）相談内容 
１件当たりの延べ相談回数が最も多いのは「進路・学習」で、約 3.8 回で

す。（図表６） 
「進路・学習」の相談が、子ども本人からの相談だけでなく、おとなにも

多くみられました。これは平成 26 年度から続いている状況です。（図表７） 
 

【図表６】令和元年度相談内容（相談件数・延べ相談回数） 

 
【図表７】令和元年度子ども・おとなの相談内容（延べ相談回数） 

（注）図表 6・7 の「その他・対象外」…児童館での出張相談で関わり、見守りが必要だと  
      感じた相談のうち、主訴の分類が困難である相談及び、19 歳以上からの相談。 
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（5）相談方法 

子ども・おとな共に相談室での面接の割合が多く、次いで電話の割合が

多くなっています。相談室としては、できるだけ相談者に面会して相談を

受けられるよう努めています。（図表８） 
 

【図表８】令和元年度相談方法（割合） 

 
 
（6）相談時間帯 
   12：00～13：00 の回数が少ないのは、その時間に開室するのが土曜日

のみであるためです（火曜日～金曜日は、13：00～19：00 の開室）。 
   子どもとの面接時間帯が、13：00～16：00 に多いのは、土曜日の面接が

多いためです（出張相談を含む）。（図表９・12） 
 

【図表９】令和元年度子どもの相談時間帯（延べ相談回数） 

 

60

64
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青と緑の物語青と緑の物語 土岐川観察館　TEL 21‒2151

大気光学現象
　夕立の通り過ぎた後、急に晴れてお日様が顔を出し
てくると、きれいな虹が見られることがあります。 
　普段、太陽の光は白または透明に見えますが、実際
には紫、青、緑、黄、橙、赤色などの光が重なっていま
す。雨上がりの直後、上空に残っている雨粒に太陽の
光が当たって、雨粒の中を屈折して出てくる時、それぞ
れの光の曲がり方が違うので、6色（または7色）の光に
分かれて出てくるのです。 
　このように雲や雨粒などに太陽の光があたって、空
が色づくような現象は、大気光学現象と呼ばれます。 
　虹以外にも、上空の薄い雲で太陽の光が屈折して

きた時にみられるハロ
（

かさ

暈 ）やアークと呼ばれ
るものも、大気光学現
象です。 
　ハロ（暈）は太陽の周
りを円形に取り囲む光

の輪、アークはハロ（暈）の周りで
アーク（弧）状に伸びるものです。 
　

けん

巻 
うん

雲や
けん

巻 
そう

層 
うん

雲など、上空の薄
い雲は水滴ではなく雪や氷の結
晶でできています。氷の結晶は
角板状や縦長に伸びた角柱状
で、いずれも底面は六角形です。 
　太陽の光が六角柱や
六角板の側面や底面を
どのように通るかによっ
て現われるハロ（暈）や
アークの種類が変わり
ますが、太陽との位置関
係には一定の法則があり、いつでも見られるわけでは
ありません。 
　皆さんも、上空に薄雲が広がっているとき、空を見上
げて見つけてみませんか。 

（多治見気象の会 吉田信夫） 

▲ハロ(暈)
　撮影地:多治見市

▲環水平アーク 撮影地:名古屋市
角板状氷晶 角柱状氷晶

出典 「雲を愛する技術 荒木健太郎」
（光文社2017）

よし

保健センター  西尾（淑）　TEL 23-5025

～たじみ産秋野菜レシピ～

レンコンのドライカレー
エネルギー

1人分479kcal
食塩相当量 2.4g
野菜量 160g

❶レンコン、タマネギ、ニンジン、ピーマンを１㎝角に切る。
ニンニクとショウガはみじん切りにする。

❷鍋に油を入れ、ニンニクとショウガを入れて炒め、香り
が出たら、レンコン、タマネギ、ニンジンを入れて炒め
る。タマネギがしんなりしたらひき肉を入れて炒め、色
が変わってポロポロになったらカレー粉を入れて炒め
る。トマト缶、ピーマンを加えて炒め、Aの調味料を加え
て煮る。水分がなくなったら塩、こしょうで味を調える。

❸皿にご飯を盛り、レンコンのドライカレーを盛り付ける。
＊お好みでゆで卵を添えてもよい

〈作り方〉

〈材料／4人分〉
・豚ひき肉
・レンコン
・タマネギ
・ニンジン
・ピーマン
・カットトマト缶
・ニンニク

・・・・200ｇ
・・・・・・・1節
・・・・・・・1個
・・・・・1/2本
・・・・・・・2個
・・1/2缶

・・・・・・・1片

たじみ健康

毎食野菜を食べよう

・・・・・・・・・・1片
・・・・・・・・・・・・大さじ1

・・・・・・大さじ2
・・・・・・・大さじ2
・・・・・・・・大さじ1

・・・・・・・・・・・・・・・少々
・・・・・・・・・少々
・・・・・・1人150ｇ

・ショウガ
・油
・カレー粉
・しょうゆ
・赤味噌
・塩
・こしょう
・ごはん

A

～レンコンの効能～

　レンコンの主な成分はでんぷんで、ビタミンCを含んでいます。
ビタミンCは熱に弱い栄養素ですが、でんぷん質が多いことから
加熱しても残る量も多く、疲労回復や風邪の予防などの効果が期
待できます。また、皮膚や粘膜を健康に保つ働きがあり、抗酸化作
用や免疫力アップの働きがあります。食物繊維も豊富で、整腸作
用や肥満予防の期待もされています。カリウムも含まれているの
で、血圧の上昇を抑え、高血圧予防に効果が期待されています。

7月号
トマトそうめん
の訂正

● だし汁
● しょうゆ
● みりん 

小さじ2 
小さじ2 
小さじ

1カップ
大さじ2
大さじ1
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　そ
し
て
何
か
言
い
た
そ
う
に
し
た
ら
、

た
と
え
何
も
言
わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

目
と
耳
と
心
で
聴
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。 　ど

の
子
も
自
分
の
持
ち
場
で
輝
け
る

よ
う
に
、今
の
頑
張
り
を
認
め
て
褒
め
る

こ
と
を
ま
ず
周
り
の
お
と
な
た
ち
が
実

行
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

　子
ど
も
の
権
利
相
談
室
で
は
電
話
や

面
接
、メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、手
紙
で
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。相
談
内
容
の
秘
密
は
必

ず
守
ら
れ
ま
す
。匿
名
で
相
談
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。 

　お
と
な
も
子
ど
も
の
事
で
相
談
を
し

た
い
と
思
っ
た
ら
、い
つ
で
も
気
軽
に
ど

う
ぞ
。

▲うさぽくん

　は
じ
め
ま
し
て
。６
月
よ
り
多
治
見

市
民
病
院
救
急
科
で
勤
務
し
て
お
り
ま

す
。今
回
、私
の
こ
と
を
少
し
で
も
知
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
、自
己
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
ま
れ
は
長
野
県
松
本
市
、実
家
は
島

根
県
松
江
市
で
す
。こ
の
地
域
に
は
縁

が
あ
り
ま
し
て
、母
の
生
ま
れ
が
土
岐

市
で
あ
り
小
さ
い
頃
か
ら
毎
年
多
治
見

市
に
も
遊
び
に
き
て
い
ま
し
た
。そ
し

て
大
学
も
愛
知
医
大
・総
合
診
療
科
か

ら
東
濃
地
域
の
医
療
を
お
手
伝
い
す
る

た
め
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。派
遣
さ
れ
た

の
は
20
年
く
ら
い
前
に
な
り
ま
す
。こ

れ
ま
で
は
中
津
川
市
で
勤
務
し
て
い
ま

し
た
の
で
地
域
の
問
題
点
な
ど
も
多
少

共
通
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。以
前
の
と
こ
ろ
で
も
高
齢
化

問
題
・独
居
問
題
・認
知
症
問
題
な
ど

あ
り
ま
し
た
。こ
れ
を
解
決
す
る
た
め

に
多
治
見
市
民
病
院
で
も
地
域
の
た
め

糖
尿
病
教
室
、講
演
会
な
ど
さ
れ
て
お

り
ま
す
。大
変
地
域
に
と
っ
て
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。以
前
の
病
院
で

も
私
を
含
め
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
数
名
で

各
地
域
に
出
向
き
、お
話
を
し
て
い
ま

し
た
。こ
れ
は
高
齢
化
率
30
％
を
超
え

る
と
病
院
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
患

者
さ
ん
、家
族
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
状
況

か
ら
聞
き
た
く
て
も
聞
け
な
い
と
い
う

地
域
の
要
望
か
ら
、医
療
ス
タ
ッ
フ
が

住
ん
で
い
る
地
域
に
出
向
き
、講
義
形

式
、参
加
形
式
を
と
っ
て
楽
し
く
実
践
、

知
識
を
習
得
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
講
座
の
利
点
は
普
段
の
受
診
で
は

な
か
な
か
聞
け
な
い
よ
う
な
病
気
の
こ

と
、こ
れ
か
ら
病
気
に
な
ら
な
い
た
め

の
予
防
方
法
な
ど
直
接
外
来
診
療
で
時

間
の
と
れ
な
い
こ
と
を
お
話
で
き
る
と

こ
ろ
が
良
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
も
話
し
を
し
て

親
し
く
な
っ
て
も
ら
い
、い
ろ
い
ろ
な

ス
タ
ッ
フ
が
患
者
さ
ん
か
ら
相
談
さ
れ

る
よ
う
な
関
係
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。そ
れ
に
よ
り
普
段
と
違
っ
て
い

る
状
況
を
ス
タ
ッ
フ
側
か
ら
発
見
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
だ
2
か

月
程
度
し
か
経
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

み
な
さ
ん
が
元
気
に
な
れ
る
よ
う
に
医

療
面
か
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

救
急
総
合
診
療
部 

信
太 

博

し
　  だ
　  ひ
ろ
し

市民病院 ＴＥＬ22‒５２１１

地域と共に考える医療

多治見市民病院

防災行政無線の内容はFMたじみ（76.3MHz）でもお知らせしています 302 0 1 9年 9月31 2 0 1 9年 9月 問い合わせ期日・時間 場所 対象 定員 申し込み
市役所 住所本庁舎・・・〒507-8703 日ノ出町2-15 駅北庁舎・・・〒507-8787 音羽町1-233　0572（22）1111
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【図表 10】令和元年度おとなの相談時間帯（延べ相談回数） 

 
 (注)「時間外」…火～金曜日の 13 時以前又は 19 時以降、土曜日の 12 時以前又は 

18 時以降に入った相談。 

 
（7）相談所要時間 
   子ども・おとな共に、相談所要時間は、1 時間を超える場合が一番多く

なっています。この傾向は平成 28 年度から続いています。（図表 11） 
 

【図表 11】令和元年度子ども・おとなの相談所要時間（延べ相談回数） 

 
（注）メール・手紙・ＦＡＸによる相談は、10 分以内の相談所要時間にカウント。 
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（8）相談曜日 
子どもの権利相談室「たじみ子どもサポート」の開室時間帯は、火曜日か

ら金曜日までが午後１時から午後７時まで、土曜日が正午から午後６時ま

でとなっています。 
令和元年度、相談を受けた回数が最も多いのは土曜日、次いで火曜日で

した。（図表 12）  
 

【図表 12】子ども・おとなの相談曜日（延べ相談回数） 

 
 
（9）対応 

相談への対応は、基本的には、子どもの権利相談室「たじみ子どもサポー

ト」（ヤマカまなびパーク４階）で行います。より多くの相談を受けられる

よう、毎月「出張相談」を実施しています（旭ケ丘児童センター、太平児童

センター）。令和元年度は、出張相談での延べ相談回数は 14 回（11％、前

年度 25 回９％）でした。 
対応の多くは、相談者の話を傾聴し、解決の方法を一緒に探り、本人の中

から答えを見つけられるよう、助言することです。しかし状況によっては、

子どもの権利擁護委員が相談者と子どもに関わる関係者との間に入り、関

係性を調整することがあります。令和元年度は擁護委員による調整が行わ

れた相談が２件（前年度４件）ありました。

－ 10 －
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多治見市子どもの権利相談室

たじみ子どもサポート

0120-967-866

火～金

土

ひる１時～よる７時

た じ み し こ

こ

か

ど

きん じ じ

ひる12時～よる６時

フリーダイヤル（通話無料）

携帯からもつながるよ

じ

つう わ むりょう

多治見市子どもの権利相談室
マスコットキャラクター
うさぽくん＆うさぽちゃん

じ

けん り そうだんしつ

けいたい

でんわしてね「ひとりじゃないよ、いっしょに話そう」
はな

相談の内容、名前などの秘密は

きちんと守られ、安心だよ！

そう だん ない よう

まも あん しん

な まえ ひ みつ

E-mail：kodomo@gp.city.tajimi.gifu.jp

た じ み し とよおかちょう

〒507-0034 多治見市豊岡町1-55

TEL：0572-23-8666　FAX：0572-23-8786

かい

ヤマカまなびパーク4階

たじみ子どもサポート 検索
けんさく

（子どものページがあるよ）
こ

検索
けんさく

たじみ子どもサポート
こ

行動する　
こうどう

あなたの代わりに

擁護委員が気もちや

意見を伝えるよ 擁護委員が関係する

人たちに話をしたり協力を

お願いしたりするよ

　　　　　　　　       か

よう  ご    い  いん　     き

        い  けん　    つた
　　　 よう ご    い  いん　    かんけい

ひと　　             はなし　　　　　　　 きょうりょく

　　　　　  ねが

そうだんしてからは  どうなるの

－ 11 －


